
全国科学館連携協議会 

【２０２１年度 九州ブロック会議報告書】 
 

幹事館名 雲仙岳災害記念館 

開催日時 ２０２１年１２月１６日（木）１３：３０～１６：００ 

開催方法 

参加人数 

Zoomによるオンライン会議 

連携協事務局２名、加盟館１３館 

報告内容： 

（１）開会行事 １３：３０～ 

 幹事館あいさつ【雲仙岳災害記念館 館長 杉本伸一】（以下、敬称略）  

 各加盟館の自己紹介 ※各館１分程度 

全国科学館連携協議会事務局（日本科学未来館様）あいさつ 

（２）協議【資料をもとに】１４：００～１６：００ 

   事前に提出していただいたアンケート資料をもとに、下記①～③の内容報告について、

各館より３分程度で順に発表を行った。  

① コロナ禍２年目の各館の運営面の影響や工夫について  

   ・各館の入館者数及びイベント等参加者数の状況を確認 

・コロナ禍におけるイベント等での配慮事項・具体的事例について共有 

－イベントは回数を増やして少人数で実施 

－Youtubeの動画配信、キット販売と動画配信の組み合わせ 

－プラネタリウムは人数制限を設け座席間隔を空ける。段階的に人数制限を緩和  

－企画展は動線を一方通行にして、一箇所に密を作らせない配慮 

以上、運営の工夫の紹介があった。 

② オンラインを活用した取り組みについて  

   ・タブレット端末を活用したライブ理科授業 

・スタッフが現地のフィールドをライブ配信 

・オンラインを活用したプログラミングのクラブ活動 

・プラネタリウム会場を使用したオンライン講演会 

・複数館によるコラボライブ配信 

③ 集中豪雨などの災害時の影響について  

・公共交通機関が止まるなどの影響あり。（福岡市） 

・臨時休館はあったものの、館に直接の被害はないが、駐車場で土砂災害の被害や、 

市街地で浸水の被害が大きく、スタッフが出勤できない影響があり。（佐賀県武雄市） 

・大規模な雨漏りにより展示室のフロアが水浸しの被害あり。展示室の一時閉鎖。 

（長崎市） 

・周辺の観光地の宿泊予約のキャンセルにより来客にも影響あり。（島原市） 

④ その他   

   ・施設の運営（案内、資料整理等）に協力いただけるボランティアについて  

（３）次年度以降の「九州ブロック会議」の在り方  

  ・次年度以降の在り方について  

① 従来通り幹事館に集合  ・・・ ６票  

② 幹事館とオンラインでのハイブリット ・・・ ７票  

③ オンラインが基本    ・・・ ４票 

   ・２０２２年度幹事館の確認：北九州市立児童文化科学館が幹事を担当。  

（４）全国科学館連携協議会事務局（日本科学未来館様）より  

【連携協事務局 原 様】  

   ・開催に関する謝辞、諸連絡等                  以 上 

 


